
事象を数学的に判断し，その理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどうかをみ

る。

［第１学年］Ｄ 資料の活用

（１） 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに

整理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができ

るようにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

主な解答例 割合（％）

（ア）について形状のみを記述しているもの ※（ウ）の記述の有無は問わない。

例：山が２つある（ので適切ではない）。
1.6

（イ）について度数の大小のみを記述しているもの ※（ウ）の記述の有無は問わない。

例：登校時間７時２５分～７時３０分までの階級の度数が大きい（から，適切ではない）。
11.4

（ア）や（イ）について，資料を根拠にしているが，読み取りを誤って記述しているもの

※（ウ）の記述の有無は問わない。

例：登校時刻８時００分～８時０５分までの階級の度数が最も大きい（から，適切ではない。）

2.0

上記以外の誤答 16.9

無解答 11.5

９ 情報の適切な選択と判断 通過率 56.6％

次の（ア），（イ），（ウ）を書いているもの（内容を正しく捉えていれば，表現は異なってい
てもよい。）

（ア）登校時刻の平均値７時４３分は，山の頂上に無いこと
（イ）登校時刻の平均値７時４３分の階級の度数が最も大きくないこと
（ウ）７時４３分に登校する生徒が一番多いと考えたことは適切でないこと

（正答例）

平均値７時４３分の階級の度数は最も大きくはないので，７時４３分に登校する生徒が
一番多いと考えたことは適切ではない。

問題の趣旨

学習指導要領における領域・内容

主な解答例（誤答等）



○ 資料の傾向を捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。

平成 24 年度 全国学力・学習状況調査Ｂ問題３(２)

情報を基にした判断の理由を説明 正答率 広島県 47.9％ 全国 46.1％

平成 23 年度 全国学力・学習状況調査Ｂ問題５(２)

資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明

○ ヒストグラムや代表値などを用いて資料の傾向を的確に捉えること。

○ 判断の理由を代表値などを根拠として数学的な表現を用いて説明すること。

○ ヒストグラムから特徴を読み取り，それを基に判断できるようにする。

・ ヒストグラムと代表値との関連を考えさせるとともに，根拠にしたことを明らかにさせ，

説明させる活動を仕組みましょう。

○ 判断の理由を数学的な表現を用いて的確に説明できるようにする。

・ あることを根拠にして，説明できるようにするためには，説明する事柄とその根拠を明

確に区別し，「○○（根拠）だから△△（事柄）である」のように的確に説明できるよう

にしましょう。

・ 日常的な表現を数学的に表現させることで，より的確な説明に洗練する場面を設定しま

しょう。

課 題

指導のポイント

これまでの全国学力・学習状況調査から明らかになったこと



基本的な作図についての説明を読み，図形の特徴を的確に捉え，複数の事象を統合的に捉える

ことができるかどうかをみる。

［第１学年］Ｂ 図形

（１） 観察，操作や実験などの活動を通して，見通しをもって作図したり図形の関係に

ついて調べたりして平面図形についての理解を深めるとともに，論理的に考察し表

現する能力を培う。

ア 角の二等分線，線分の垂直二等分線，垂線などの基本的な作図の方法を理解し，

それを具体的な場面で活用すること。

（１）

主な解答例
割合（％）

名称 理由

二等辺

三角形

二等辺三角形として理由がふさわしくないもの 8.4

無解答 3.0

正三角形

３辺の長さが等しいから 19.4

正三角形として理由がふさわしくないもの 13.5

無解答 3.0

上記以外の解答 5.5

無解答 9.8

11 (１)(２) 複数の事象の統合 通過率 37.4％，46.6％

(１) 図１の点 Q，A，B を結ぶと，△QAB ができます。

△QAB はどのような三角形ですか。名称とその

三角形になる理由を書きなさい。

名称：二等辺三角形

理由：点Ａと点Ｂを中心として，等しい半径の円をか

いているので，辺ＱＡと辺ＱＢの長さ（2 辺の

長さ）が等しいから

問題の趣旨

学習指導要領における領域・内容

主な解答例（誤答等）



（２）

主な解答例 割合（％）

イ 20.0

ウ 11.3

エ 17.6

○ 作図の手順によって決まる点を順に結んでできる図形に共通している性質を見いだすこ

とに課題がある。

平成 24 年度 全国学力・学習状況調査Ｂ問題４(３)

複数の事象を統合的に捉えること 正答率 広島県 56.7％ 全国 56.5％

○ 同じ作図の手順によってできる図形に共通している性質を見いだすこと。

○ 複数の事象に共通する図形の性質を見いだし，統合的に考えること。

○ 図形の特徴を的確に捉え，事象が成り立つ理由を筋道を立てて説明できるようにする。

・ 作図の手順を振り返り，作図によってできる図形の特徴を的確に捉えさせ，この特徴を

根拠として垂線が作図できる理由を説明する場面を設定しましょう。

・ 条件を変えても同じことがいえるかを考えさせましょう。

○ 複数の事象に共通する数量の関係や図形の性質を見いだして，統合的に捉えられるようにする。

・ 作図の方法を考えるために，条件の異なる二つの垂

線の作図を振り返り，統合的に捉える視点を見いだす

活動を取り入れましょう。また，作図の手順が同じで

あることだけでなく，作図に共通する考えとして，「点

Ｐと直線の位置関係によらずに，線対称な図形ができ

ている」ことを明らかにするなど，作図を統合的に捉

える活動を取り入れましょう。

課 題

指導のポイント

これまでの全国学力・学習状況調査から明らかになったこと


